
【参考】地域手当補正後ラスパイレス指数

（ ）

（注）23年4月1日現在における団体の支給率と国基準の支給率により算出したもの

 (3) 特記事項

653 2,365,096 6,3496,1394,008,638909,961733,581

千円

Ｂ／Ａ 一人当たり給与費

千円千円

給 与 費

千円

給　 料

千円

期末・勤勉手当職員手当

千円

実質収支

(参考)類似団体平均一人当たり給与費

5,828,5631,935,972

人件費率

21年度の人件費比率

（参考）

Ｂ

１　平成２３年４月１日、幡豆郡一色町、吉良町及び幡豆町を編入合併しています。
　　そのため、各表中の平成２２年度以前の状況・数値について特に記載のないものについては合併前の西尾市の状況・数値となりま
す。

 (4) ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

西尾市の給与・定員管理等について

区　分

１　総括

 (1) 人件費の状況（普通会計決算）

住民基本台帳人口 歳出額　

Ａ

人件費

(22年度末) Ｂ／Ａ

　　　　　　％

17.517.4

　　　　　千円 　　　　　千円

33,458,809

22年度

104,777

職員数

　　　　Ａ

 (2) 職員給与費の状況（普通会計決算）

22年度
　　　　　　　　　　　％　　　　　　　千円人　

区　分

人

（注）１  ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数である。

（注）１　職員手当には退職手当を含まない。

      ２　職員数は、22年4月1日現在の人数である。

平成23年4月1日

100.0

        計　 　Ｂ

　　　２　類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純平均したものである。
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２　一般行政職給料表の状況（２３年４月１日現在）
（単位：円）

２

 (2) 職員の初任給の状況（23年4月1日現在）

円 円 円

円 円 円

円 円

円 円

385,091円

　「平均給料月額」とは、23年4月1日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均である。          

平均年齢

技能労務職

類似団体

119,900

133,100

540,300 
最高号給の
給料月額

486,700 464,400 432,400 243,700 

１号給の
給料月額

A/B

公務員

平均給与月額

用務員

平均給与月額

(B)の類似職種

対応する民間

参考

平均年齢

２級１級

135,600 

361,500 

３級

185,800 222,900 

(国ベース)

運転手

―

学校給食 5,307,676円

その他

西尾市 ――

1.67

397,723円

390,336 円

―

44.2歳

470人

―

321,000 円

平均給与月額

西　　尾　　市区　　　分 国

140,100146,500

大　学　卒

高　校　卒

区 分

　　①一般行政職

平 均 年 齢

445,231円

西尾市

国

460,425円43.5歳

43.2歳

388,907円

466,700 

９級

愛知県

平均給与月額
（国ベース）

398,069円

３　職員の平均給与月額、初任給等の状況

 (1) 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（23年4月1日現在）

448,527円

８級

413,000 

５級

1.68

―

1.65

2,943,200円

（注）１

　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、調整手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべ
ての諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているものである。
　また、「平均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当、特殊勤務手当等の手
当が含まれていないことから、比較のため国家公務員と同じベースで再計算したものである。

区分

参考

愛知県

172,200

※民間データは、賃金構造基本統計調査において公表されてい
るデータを使用している。（平成20年～22年の3か年平均）
※技能労務職の職種と民間の職種等の比較にあたり、年齢、業
務内容、雇用形態等の点において完全に一致しているものでは
ない。
※年収ベースの「公務員（C）」及び「民間（D）」のデータ
は、それぞれ平均給与額を１２倍したものに、公務員において
は前年度に支給された期末・勤勉手当、民間においては前年に
おいて支給された年間賞与の額を加えた試算値である。6,393,644円 3,865,100円

清掃職員

類似団体

用務員

その他

国

運転手

愛知県

26人

359,373 円

西尾市 52.2歳

334,448 円 325,628 円

413,637 円

調理士 1.23

1.46

―

―

35人

―

44.6歳廃棄物処理業従業員

8人

302,521 円

313,253 円

347,408 円

122人

―――349,577 円

1.50276,500 円

区分

民間

53.7歳

270,900 円学校給食

290,600 円51.1歳清掃職員

―

―

―

―

―

―

―

―

――

　　②技能労務職

(A)

327,205円

1.49209,700 円

―

53.4歳

25人

28人 39.6歳

４級

261,900 366,200 

７級６級

320,600 289,200 

412,400 400,100 

平均給料月額

309,200 

平均給与月額

333,878円

347,067円

344,238 円

396,620 円

職員数 平均給料月額

42.3歳

360,605 円

424,428 円

343,867円

53.8歳

56.5歳

―

用務員

自家用乗用自動車運転手

405,045 円

302,066 円312,090 円

公務員（Ｃ）

280,023 円

321,662 円

324,490 円

―

343,732 円

359,863 円

6,723,836円

318,175 円

351,421 円

283,862 円3,689人49.5歳

50.6歳

52.1歳

51.2歳

4,035,300円

―

3,679,500円

年収ベース（試算値）の比較

302,890 円

民間（Ｄ）

1.44

Ｃ/Ｄ

103人50.6歳

―

4,936,480円

5,747,756円

高　校　卒

中　学　卒

　146,700円
　　　　～218,800円

※　技能労務職員の初任給は、採用時の年齢により決定します。

―

―

172,200
一般行政職

140,100

181,300
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 (3) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（23年4月1日現在）

円 円 円

円 円 円

円 円 円

  

15

　　　　　　　　人

24.5

7.953

　　　　　　　　％

164

主事・技師
　　　　　　　　人

176

区　　　         分

　　　　　　　　人

29 4.3
１　　級

　　　　　　　　人

（注）１　西尾市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。

経験年数１５年

  (1) 一般行政職の級別職員数の状況（23年4月1日現在）

1.5

大　学　卒

経験年数２０年

技能労務職

　　　　　　　　％

経験年数１０年

304,200

279,200

高　校　卒 207,000

212,300

構成比区　　分

10

　　　　　　　　人

標準的な職務内容

９　　級

部次長

部長

職員数

331,900

241,700

300,800

４　一般行政職の級別職員数等の状況

一般行政職
260,100

260,100

７　　級

８　　級

課長

　　　　　　　　％
６　　級

　　　　　　　　人

　　　　　　　　％

2.2

　　　　　　　　％　　　　　　　　人

５　　級

課長補佐
70

13.4

10.4

主任主査
　　　　　　　　％　　　　　　　　人

90

主査
　　　　　　　　人

４　　級

　　　　　　　　％

9.6
２　　級 主事・技師

64

　　　　　　　　％

26.2

（注）　１年前と５年前の構成比については、合併前の西尾市の状況です。

　　　　　　　　％
３　　級

      ２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

主事・技師

１級 4.3%
１級 9.4%

２級 9.6%

２級 9.8%

３級 26.2%
３級 24.5%

３級 26.1%

４級 24.5%
４級 24.9%

４級 34.6%

５級 13.4% ５級 7.9% ５級 7.6%

６級 10.4%
６級 5.3% ６級 5.6%

７級 7.9%
７級 12.9% ７級 13.4%

１級 1.5%２級 6.2%

８級 2.8%８級 2.2%

８級 5.0%
９級 0.0%

９級 1.5% ９級 2.7%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

平成23年の構成比 １年前の構成比 ５年前の構成比

<参考> <参考>
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　(2) 昇給への勤務成績の反映状況
　

５　職員の手当の状況
 　(1) 期末手当・勤勉手当

千円

（22年度支給割合） （22年度支給割合）

　　　　　　　　期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当 　　　　　　　　期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当

月分 月分 月分 月分

月分 月分 月分 月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況）

　(2) 退職手当（２３年４月１日現在）

（支給率） （支給率） 勧奨・定年

勤続２０年 勤続２０年 月分

勤続２５年 勤続２５年 月分

勤続３５年 勤続３５年 月分

最高限度額 最高限度額 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例加算 その他の加算措置 定年前早期退職特例加算

（2～20％加算） （2～20％加算）

１人当たり平均支給額　　 千円

 　(3) 地域手当（23年4月1日現在）

千円

円

％ 人 ％

　(4) 特殊勤務手当（23年4月1日現在）

千円

　円

　％

454,459

367,556

697,449

401,465

支給実績（22年度決算）

１１種類

支給実績（22年度決算）

6.5

国の制度（支給率）

手当の種類（手当数）

支給職員１人当たり平均支給年額（22年度決算）

全地域

（注）　退職手当の１人当たり平均支給額は、22年度に退職した職員に対して普通会計から支給された平均額である。

　　役職加算　5～20％　　管理職加算　10～25％

（注）　(  )内は、再任用職員に係る支給割合である。

1,811

自己都合

59.28

職員全体に占める手当支給職員の割合（22年度）

自己都合

月分30.55 23.50

西　　　　　　尾　　　　　　市 国

　　役職加算　5～20％

勧奨・定年

１人当たり平均支給額（２２年度）

( 0.65 )

1.35

( 0.65 )

2.60

千円

46.6

2.60

－

　　職制上の段階、職務の級等による加算措置

月分

　　職制上の段階、職務の級等による加算措置

支給率 支給対象職員数

59.28

月分

月分月分

支給職員１人当たり平均支給年額（22年度決算）

6,785

23.50 月分

月分33.50

月分

月分

月分

月分

59.2847.50 月分

支給対象地域

6.0

国

30.55

41.34

西　　　　　尾　　　　　市

1,412

地方公務員法第40条に基づき、毎年11月1日を評定日として部長・部次長職を除く全般職を対象として勤務
成績評定を実施。
評定結果は5段階（A～E）に区分され、その評定結果に基づき昇給区分（8～0号給）を決定。平成23年4月1

日の昇給において、一般行政職（市長部局）306名中、上位の区分に決定された者は40名（13.1％）、標準の
区分に決定された者は254名（83.0％）、下位の区分に決定された者は12名（3.9％）であった。

( 1.45 ) ( 1.45 )

1.35

41.34

59.28

33.50

47.50

27,658

59.2859.28
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千円

円

千円

円

差押え又は差押え物件の引上げの業務に従
事した職員

主な支給対象職員

診療収入の
3／100以内

深夜時間について
勤務時間を全て含む  回6,800円

４時間以上  回3,300円
2時間以上4時間未満  回2,900円

２時間未満  回2,000円

月額2,000円

日額1,000円

回980円

回650円

税務職税務手当

手当の名称

診療手当

月額2,500円

日額400円

日額1,000円

左記職員に対する支給単価

266,000

深夜の実勤務時間が２時間以上５時間以下の
場合

深夜の実勤務時間が２時間未満の場合

廃棄物の処理業務に従事した職員

深夜の実勤務時間が５時間を超える場合

回1,000円

日額400円

日額300円

一般行政職、
消防職、
技能労務職

回1,000円

回300円
(救急救命士の有資格者は500円)

日額400円

回410円

ごみ処理施設の炉内、補機類及びピットの清
掃業務に従事した職員

一般行政職、
技能労務職

医師

社会福祉手当
一般行政職、
福祉職

主な支給対象業務

市税、国民健康保険税又は介護保険料の滞
納金の徴収業務に従事した職員

診療収入の
3／100以内

回1,000円

研究手当

夜間看護手当

看護職、
技能労務職、
福祉職

勤務時間又は休憩時間の始まる時刻及び終
わる時刻が特別に定められた職員、日曜日に
勤務した職員に支給

339,575

救急のため出動した消防吏員

感染症防疫作業に従事した職員

夜間特殊業務手当

不快手当

一般行政職

危険手当

各種滞納金の徴収業務に従事した職員に支
給

時差手当

 　(5) 時間外勤務手当

支給実績（22年度決算）

371,119

月額2,000円

月額1,500円

278,243

感染症防疫手当

生活保護の現業、指導監督の業務に従事した
職員

公害調査業務に従事した職員に支給

支給実績（21年度決算）

拘束料 正規の勤務時間外において勤務する
準備を命ぜられた職員

外勤手当 一般行政職

支給職員１人当たり平均支給年額（22年度決算）

延長保育業務に従事した職員

支給職員１人当たり平均支給年額（21年度決算）

医療技術職、
一般行政職

消防職

市民病院に勤務する医師

診療業務に従事した職員及びその補助をした
職員（事務部の職員を除く）

エックス線又は放射線機具を常時操作する業
務、公害分析に従事した職員及び細菌検査業
務に従事した職員

火災、台風その他の災害のため出動した職員

看護師、
医療技術職

一般行政職、
消防職

医師、薬剤師、医
療技術職、技能
労務職

市民病院の病棟に勤務する看護師、准看護
師又は市長がこれに準ずると認める職員が正
規の勤務時間による勤務の一部又は全部が
深夜において行われる看護等の業務に従事し
たときに支給

看護職
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６　特別職の報酬等の状況（23年4月1日現在）

円 円

円 円

円 円

円 円

円 円

　（支給時期）

（各年４月１日現在）

〈参考〉

人口1万人当たり職員数 人

(類似団体の人口1万人当たり職員数 人）

消防団業務の増

516,000副 議 長

　（1期の手当額）

54.81

47.55

-2

円×在職年数×500/100

　　（22年度支給割合）

　　（22年度支給割合）

11,448,000円

合併による事務の統廃合

（算定方式）

232,639 円

平均支給年額

支給職員１人当たり

（22年度決算）

給
料

1,069,000

議 員

議 長

副 市 長

市 長

516,000

期
末
手
当

報
酬

460,000

任期毎

対前年
増減数

　　　　　　  　　区　　分
　部　　門

職 員 数

退
職
手
当 円×在職年数×360/100副 市 長 795,000

任期毎

議会

７　職員数の状況

　(1) 部門別職員数の状況と主な増減理由

14

平成２２年

-6

主 な 増 減 理 由

8

平成２３年

合併による事務の統廃合

-1

合併による事務の統廃合-12

合併による事務の統廃合

135

-18 合併による事務の統廃合

合併による事務の統廃合

生活保護業務の充実

合併による事務の統廃合-7

1354

203

0

-6

-52

-3

190 3

149

消防部門

147

87

898

民生

衛生

教育部門

計

農水

商工

労働 2

32

2

44

税務

221

普
通
会
計
部
門

353

142

90

950

187

土木

一
般
行
政
部
門

通勤手当

月額 2,000円持家又は世帯主

公共交通機関利用者以外
(片道2km未満及び徒歩の通勤者を除く)

公共交通機関利用者

住居手当

月額 13,000円

102,604

借家・借間居住者

運賃に応じて
月額最高55,000円

通勤距離に応じて
月額最高24,700円

家賃に応じて月額
3,000～27,000円

副 市 長

20,340,000円

月分

874,000

430,000479,000

663,000795,000

月分

1,017,000

副 議 長

520,000

470,000

円／562,000

2.95

議 長

千円

672,000

配偶者以外の扶養親族

　(6) その他の手当（23年4月1日現在）

円／

給 料 月 額 等

1,017,000

（参考）類似団体における最高／最低額

（22年度決算）

70 64

1314

総務

市 長

扶養手当

支給実績

円

86,441

95,012 千円

57,483 円千円

99,569
扶養親族である配偶者

内　容　及　び　支　給　単　価手　当　名

月額 6,500円 など

区 分

議 員

円／

市 長

円／

2.95

557,000

円／

学校給食調理の業務委託等
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〈参考〉

人口1万人当たり職員数 人

(類似団体の人口1万人当たり職員数 人）

人口1万人当たり職員数 人

（単位：人・％）

（注）１　5年前の構成比には、旧団体の職員の状況を反映している。

0

190

1,811 -165 ( -8.4% )

16

60歳

568 574 575

1,2861,350 1,321

　(3) 職員数の推移

下水道の普及促進

合併による事務の統廃合

〈参考〉

48 -10

会
計
部
門

公
営
企
業
等

医療サービスの充実

68.39

29

1,235

1

-51

8

44

447

下水道

小　計 1,286

28

病院

水道

439

小計 575

その他 58

人

195

576

55歳

人

未満

人 人

39歳31歳 35歳

人人

計

公営企業等会計

一般行政

教　育

消　防

23歳

職員数
1,8111

-165

566

1,400 1,367

189188

576

区　分

178

20歳

2

人

201

997

164 161

189

21年

181

２３年２２年

898

149 147

56歳

～

52歳

以上59歳

( -11.8% )

( 0.0% )

過去５年間の
増減数（率）

176 254 212146

人

1

8

48歳

～

36歳

～～

24歳 40歳

～ ～

75.38

1,811

　　　２　平成22年の職員数には、合併前の一色町、吉良町、幡豆町、西尾幡豆広域連合及び幡豆郡消防組合の職員を含む。

[  1,867 ］
合　　計

（注）１　職員数は一般職に属する職員数である。

1,861 -50

110.5[  2,300 ］

人

～

人人

43歳

人

47歳 51歳

8

42

　　　３　[     ]内は、条例定数の合計である。

～

27歳

～

44歳

　(2) 年齢別職員構成の状況（２３年４月１日現在）

20歳

～

28歳 32歳

[  -433  ］

　　　２　合併前の各年度における各部門の職員数は、旧団体の職員を合計した職員数。

1,895 1,8611,935 1,916

93

人

187

576

1,235

( 1.1% )

( -12.5% )

( -21.0% )

1,976

（注）１　各年における定員管理調査において報告した部門別職員数。

総　合　計

１８年

175186

２０年

950 -128

-39

年度　　　

1,026 1,005

交通 0

158

971

187

　　部門別

普通会計計

１９年

営業部門の強化2

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

構成比

５年前の構成比

%
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８　公営企業職員の状況

　ア　決算

　　　　　　　

　イ　 特記事項

１　＊＊＊としている事項については、個人情報保護の観点から公表できないものです。

（注）平均月収額には、期末・勤勉手当等を含む。  

　ア　期末手当・勤勉手当

（ ） （ ）

（注）　(　  )内は、再任用職員に係る支給割合である。

2.60

1.45

1.35

0.65

（加算措置の状況）

給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費

　　計　　Ｂ期末・勤勉手当

一人当たり
給与費 B/A職員手当給　 料

職員給与費

　　 ③ 職員の手当の状況

6,815

千円

団体平均

西尾市(水道事業)

286,241175,873

　　　　　千円千円千円

西尾市（水道事業）

1,656

 月分

・役職加算　５～20％

職制上の段階、職務の級等による加算措置

　　期末手当　

 月分

 月分

勤勉手当

 月分

22年度

平均月収額

548,137 円384,574 円46.1歳

千円

平均年齢

人

362,100 円

40,806 69,562

基本給

　　　２　職員数は、23年3月31日現在の人数である。

（注）１　職員手当には退職手当を含まない。

区　　分

　　② 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（23年4月1日現在）

２　水道事業については、旧西尾幡豆広域連合から事業を引き継いでいるため、平成22年度以前の実績部分については、旧団体
の実績等に基づいたものになります。

42

（22年度支給割合）

535,892 円

１人当たり平均支給額（22年度）

45.6 歳

千円　

　(1)　水道事業

　　① 職員給与費の状況

区　　分

Ａ　

職員数
区　　分

22年度

純損益又は
実質収支

12.012.8268,319

千円　

2,899,525

　　　　　　Ｂ／Ａ

％千円　

370,622

Ａ  Ｂ　

千円　

総費用

％

　（参考）
総費用に占める
職員給与費比率 21年度の総費用に占め

る職員給与費比率
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　イ　退職手当（23年4月1日現在）

（２～20％加算）

（注）1　退職手当は愛知県市町村職員退職手当組合から支給されました。
　　　2　退職手当の１人当たり平均支給額は、23年度に退職した職員に支給された平均額です。

　ウ　地域手当（23年4月1日現在）

千円

   円

％ 人 ％

　エ　特殊勤務手当（23年4月1日現在）

千円

　円

　％

　オ　時間外勤務手当

（注） 時間外勤務手当には、休日勤務手当を含む。

　カ　その他の手当（23年4月1日現在）  

最高限度額

日額400円

日額300円

緊急出動に備えて待機を命ぜられた
職員

修繕工事作業手当 企業職員
修繕工事、量水器取替作業及び開
閉栓業務

千円

円

千円

月分 月分59.2859.28

勤続２５年 月分 月分

勤続３５年 月分 月分

33.50

47.50

41.34

59.28

勧奨・定年

勤続２０年 月分 月分23.50 30.55

（支給率）　　　　　　　　 自己都合

85.7

支給実績（22年度決算）

支給職員１人当たり平均支給年額（22年度決算）

支給率支給対象地域 支給対象職員数 一般行政職の制度（支給率）

19,002

452,440

職員全体に占める手当支給職員の割合（22年度）

主な支給対象業務

支 給 実 績 （ 22 年 度 決 算 ）

職員１人当たり平均支給年額（ 22年度決算）

2,838

67,574

手当の名称

滞納整理手当 企業職員 外勤による滞納金の徴収業務

企業職員

円

5,802

内容及び支給単価

138,143

支給職員１人当たり
平均支給年額
（22年度決算）

公共交通機関利用者

左記職員に対する支給単価

扶養手当
月額13,000円

月額6,500円など

扶養親族である配偶者

配偶者以外の扶養親族

手　当　名

支 給 実 績 （ 21 年 度 決 算 ）

職員１人当たり平均支給年額（ 21年度決算）

公共交通機関利用者以外
(片道2km未満及び徒歩の通勤者を除く)

住居手当

通勤手当

月額2,000円

家賃に応じて月額
3,000～27,000円

運賃に応じて
月額最高55,000円

通勤距離に応じて
月額最高24,700円

持家又は世帯主

借家・借間居住者

3種類

509

14,125

支給実績（22年度決算）

支給職員１人当たり平均支給年額（22年度決算）

6.5

その他の加算措置　　定年前早期退職特例加算

１人当たり平均支給額

手当の種類（手当数）

***－ 千円 千円

回1,200円待機手当

主な支給対象職員

全地域 44 6.5

西尾市（水道事業）

千円

円

円

108,265

円237,269

24,000

3,681

624

6,169

支給実績
（22年度決算）

千円

千円
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　ア　決算

　　　　　　　

　イ　 特記事項

１　＊＊＊としている事項については、個人情報保護の観点から公表できないものです。

（注）平均月収額には、期末・勤勉手当等を含む。  

　ア　期末手当・勤勉手当

（ ） （ ）

（注）　(　  )内は、再任用職員に係る支給割合である。

　　 ③ 職員の手当の状況

西尾市（渡船事業）

・役職加算　５～20％

（加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置

1.45  月分 0.65  月分

2.60  月分 1.35  月分

（22年度支給割合）

　　期末手当　 勤勉手当

970 千円　

１人当たり平均支給額（22年度）

521,311 円団体平均 46.2 歳 330,069 円

西尾市(渡船事業) 33.9歳 272,933 円 405,165 円

区　　分 平均年齢 基本給 平均月収額

（注）１　職員手当には退職手当を含まない。

　　　２　職員数は、23年3月31日現在の人数である。

２　渡船事業については、旧一色町から事業を引き継いでいるため、平成22年度以前の実績部分については、旧団体の実績等に基
づいたものになります。

　　② 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（23年4月1日現在）

7,761 33,805 4,226

　　　　　千円 千円 千円
22年度

人 千円 千円

8 22,562 3,482

Ａ　 給　 料 職員手当 期末・勤勉手当 　　計　　Ｂ
区　　分

職員数 給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費 一人当たり
給与費 B/A

％

118,731 5,561 33,805 28.5 29.4

Ｂ　 　　　　　　Ｂ／Ａ

22年度
千円　 千円　 千円　 ％

　　① 職員給与費の状況

区　　分
総費用 純損益又は

実質収支
職員給与費

総費用に占める
職員給与費比率

　（参考）

21年度の総費用に占め
る職員給与費比率

Ａ  

　(2)　渡船事業
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　イ　退職手当（23年4月1日現在）

（２～20％加算）

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、22年度に退職した職員に支給された平均額です。

　ウ　地域手当（23年4月1日現在）

千円

   円

％ 人 ％

　エ　特殊勤務手当（23年4月1日現在）

千円

　円

　％

　オ　時間外勤務手当

（注） 時間外勤務手当には、休日勤務手当を含む。

　カ　その他の手当（23年4月1日現在）  

円

円

公共交通機関利用者以外
(片道2km未満及び徒歩の通勤者を除く)

通勤距離に応じて
月額最高24,700円

通勤手当

公共交通機関利用者
運賃に応じて
月額最高55,000円

184

483 千円 241,500

千円 36,800

月額6,500円など

住居手当

持家又は世帯主 月額2,000円

借家・借間居住者
家賃に応じて月額
3,000～27,000円

扶養手当
扶養親族である配偶者 月額13,000円

1,360 千円 340,000 円
配偶者以外の扶養親族

手　当　名 内容及び支給単価
支給実績

（22年度決算）

支給職員１人当たり
平均支給年額
（22年度決算）

支 給 実 績 （ 21 年 度 決 算 ） 1,732 千円

職員１人当たり平均支給年額（ 21年度決算） 247,448 円

支 給 実 績 （ 22 年 度 決 算 ） 1,697 千円

職員１人当たり平均支給年額（ 22年度決算） 212,220 円

運航手当 企業職員 船舶の運航に従事した職員 月額3,800円以内

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価

職員全体に占める手当支給職員の割合（22年度） 75.0

手当の種類（手当数） 1

支給実績（22年度決算） 241

支給職員１人当たり平均支給年額（22年度決算） 40,200

全地域 6.5 8 6.5

支給職員１人当たり平均支給年額（22年度決算） －

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 一般行政職の制度（支給率）

支給実績（22年度決算） －

千円１人当たり平均支給額 － 千円 －

その他の加算措置　　定年前早期退職特例加算

最高限度額 59.28 月分 59.28 月分

勤続３５年 47.50 月分 59.28 月分

勤続２５年 33.50 月分 41.34 月分

勤続２０年 23.50 月分 30.55 月分

（支給率）　　　　　　　　 自己都合 勧奨・定年

西尾市（渡船事業）

※旧一色町での支給はありませんでした。
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